
高岡市埋蔵文化財調査概報第25冊

高岡市埋蔵文化財分布調査概報V

― 平成
・5年度:二塚地区の遺跡分布調査―

1994年 3月

高岡市教育委員会

~ 
ユ ー



Vll 言        1。 本書は,富山県高岡市における埋蔵文化財分布調査の概要報告書である。

2.本調査は,平成 5年度の国庫補助金の交付を受けて,高岡市教育委員会が

実施した。

3`調査対象地は,高岡市内,旧市南部地域の内,二塚地区である。

4.現地調査は,平成 5年 4月 12日 から同年11月 19日 までの実働18日 間である.。

5,調査関係者は,次のとおりである。

社会教育課長

課長補佐

文化係長

係員

係員

野村一郎

鹿島誠一

大石茂

山口辰一

榎木和代

6.本書の執筆は山口が担当した。

凡 例       ∞ 遺跡,埋蔵文化財包蔵地

▼ 弥上・古墳時代遺物採集地点

▲ 古代遺物採集地ソミ

0 中世遺物採集地点

■ 近世遺物採集地点

調査参加者名簿 現地調査

大谷知可子,坂林素子,

道谷美奈子,中島和尭

整理

杉本光映,高田えみ子,寺井久子,

橋真理子,牧野正子,三島幸代

大谷知可子,高田えみ子,三島幸代
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説

高岡市の位置

高岡市は富山県の北西寄 りに位置する。北側は富山湾に臨む。東側は新湊市 。大島町 。大門町

・小杉町 と,南側は砺波市・福岡町 と接する。また北側は,能登半島の基部東側を占める水見市

である。市域の大部分は,庄川と小矢部川の 2大水系によって形成された沖積平野である。これ

らは,庄川による沖積扇状地部分 と,庄川と小矢部川による沖積低地部分 とに大別される。砺波

平野の北半部 と射水平野の西端部に当たる。一方北西部には,西山丘陵 と,こ れに続 く二上丘陵

が走っている。

西山丘陵埋蔵文化財分布調査

小矢部川左岸―帯の西山・二上地域 (西山丘陵 。二上丘陵とその周辺の平野部 )は , 多くの遺

跡 (埋蔵文化財包蔵地 )の所在地 として知 られていた。昭和50年代に入 り道路工事等に伴い,い

くつかの遺跡の発掘調査が実施された。当地域に対する各種の開発行為が進むと共に,高岡市は,

西山地区での総合開発計画を検討 していた。

このような状況の中で,西山・二土地域における遺跡の分布状況や内容の掌握が,埋蔵文化財

の保護上急務 となってきた。以上のことから,高岡市教育委員会では,昭和58年度～昭和62年度

の 5箇年に亘 り,国庫補助 を得て「西山丘陵遺跡分布調査事業」を実施するに至った。その成果

は各年度ごとに『西山丘陵埋蔵文化財分布調査概報』 I～ Vと して刊行されている。

第1図 分布調査事業区分図

(1/30万 )

A.西山丘陵地域

B.旧市南部地域

C。 旧市北部地域

D.戸 出 。中田地域

序
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第 2図 調査対象地区分図

(1/15万 )

a.木津地区

b。 東五位地区

c.下関地区

d-1.南 条地区北西部

d-2.南 条地区南東部

e.千鳥ケ丘地区

f。 二塚地区

高岡市埋蔵文化財分布調査

西山 。二上地域以外にも,高岡市域に数々の遺跡が存在することは言をまたない。平野部が主

体 を占める地域でも,農地転用等数々の開発行為がなされつつあるのが現状である。これに対 し

て,遺跡の分布状態の把握が不十分であり,国庫補助・県費補助を得て西山 。二上地域以外の市

域における分布調査に着手することになった。

高岡市は面積15,000haを 計る。この内約6,000haは ,前述の通 り西山丘陵分布調査 として,実

施済みの地域である。すなわち,残 り9,000haが対象地 となった。広い地域であるので, 3地域

に大別 した。市域の南部に当たる旧戸出町・旧中田町を 1つの地域,そ して残 りの地域は昭和30

年以前に合併 した町・村よりなるので,こ れを」R高 岡駅付近を基準に南北に分け,旧市南部地

域,旧市北部地域 と称することにした。 3地域の中では「旧市南部地域」が,最 も遺跡密度が濃

いと判断されたので, この地域より開始することにした。

地区割 りは,小学校区を基準 とし,第 2図 のように区分 した。これらを 5つ のブロックに分け

下記のように 5箇年で調査を終えるように配分 した。

I。 平成元年度調査実施地区, a;木津地区, b;東五位地区

Ⅱ.平成 2年度調査実施地区,

Ⅲ。平成 3年度調査実施地区,

IV.平成 4年度調査実施地区,

V.平 成 5年度調査実施地区,

今年度の分布調査

以上のような経緯で,本年度は,二塚地区において分布調査を実施することに至った。現地調

査は, 4月 と11月 に実施した。

c;下関地区, d-1,南 条地区北西部

d-2,南 条地区南東部

e,千鳥ケ丘地区

f;二塚地区
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Ⅱ 二塚地区

二塚小学校下,約 687haが調査対象地である。範囲は,北側が下黒田集落 と下伏間江集落 とを

結ぶラインまで,東側が庄川まで,西側が千保川付近 まで,南側が戸出徳市集落付近までである。

地形的には,沖積低地部分が大部分 を占めるが,南側は庄川が形成 した沖積扇状地の末端部分 と

なる。南側が高 く北側へ向かって低 くなっていく所であり,標高は10～ 19mでぁる。当地区は,

かっての二塚村にほぼ該当し,位置的には高岡市街地の南側に接する地区と言える。なお,城端

町 と高岡市 とを結ぶ 」R城端線が当地区の中央西寄 りを南北に貫いている。

第 3図 二塚地区位置図 (1/5万 )

観概
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2。 各遺跡の様相

11.上黒田遣LII

上黒田集落の北側,下黒田集落の南側に位置している。標高約1l mを計る。現況は,水田,畑

地である。遺跡の範囲は南北200m× 東西180mである。採集された遺物は,土師器・須恵器・珠

洲である。時代的には,古墳時代～中世である。

12.恒性皇子墓

後醍醐天皇の親王恒性皇子の墓 と治定されているものである。恒性皇子は後醍醐天皇の倒幕計

画の失敗 (元弘の乱)の結果,越中に流され当地に幽閉されていた。そして守護名越時有に殺害

されたとされている。地元で「太子墓」 とされていたものが明治42年 に至 り,恒性皇子の墓 と宮

内省から治定された,現在は住宅地の一角に鬱蒼と繁った森の一画として存在している。

13.西二塚東藤平蔵遣Ltl

」R城端線二塚駅の南西側一帯が遺跡である。西二塚地区から東藤平蔵地区にまたがって拡が

っているので「西二塚東藤平蔵遺跡」 と命名 した。標高約14mを 計る。遺跡の範囲は南北

600m× 東西480mである。採集された遺物は,土師器・須恵器・珠洲である。時代的には,古墳

時代～中世である。                          
｀

3.遺 物

西二塚東藤平蔵遺跡採集の遺物を第 6図で示した。

上師器

101～ 104。 椀の101～ 103と 甕の日縁部の104である。

須恵器

105～ 107。 奈良時代～平安時代の須恵器の杯である。105は 高台の付かない杯の底部である。

106.107は 高台付杯である。

珠洲

108～ 110。 珠洲の括鉢である。108.109は 口縁部片である。小破片のためかオロシロは確認で

きない。■01よ 底部片で,オ ロシロが付 く。

越中瀬戸

111～ 114。 越中瀬戸の皿である。いずれも底部片である。
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第 6図 土器・陶磁器実測図 (1/3)

土師器 ;101～ 104,須恵器 ;105～ 107,珠洲 ;108～ 110,

%

0         5         10cm
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当二塚地区は,県下第 2の大河庄川の左岸一帯に拡がる地区である。また西側には千保川が北

流している。この千保川はかつて庄川の本流であったとされている。庄川は扇状地面状を奔放 し,

氾濫や堆積を繰 り返していた。現在の流路に固定したのは江戸時代における加賀藩の工事の結果

である。しかし,明治29年には堤防が決壊 して二塚地区に大きな被害をもたらし,こ の洪水によ

る影響が現在の地形からも読み取れる所が存在する。このように,当地区は再三再四庄川による

被害を受けてきた地区と言える。

既述のように当地区の遺跡 (埋蔵文化財包蔵地)と して 3箇所の地′点を明示したが,こ れら以

外に推定地や伝承地が存在しており,これらについて若千触れておく。奈良時代射水郡には 4箇

所の東大寺領荘園が設定されたとされている。この内の一つ「鳴戸荘」推定地が当地区に所在す

る。これは先に「上黒田遺跡」 とした地区の南西側一帯である。「恒性皇子墓」に代表されるよ

うに南北朝時代関係の伝承地も多い。越中守護名越時有の居城である二塚城 (太刀城)は現在地

上にその痕跡を残していないが,区画整理前の旧地図では,拾七ケ用水の屈曲部がこの城の濠の

名残 りとされている。また「三ケ首」は恒性皇子の従者の首をさらした跡地とされている。「悪

王子宮」は名越氏カミ厘性皇子を幽閉した館跡との伝承を有している。当地区の北側に位置する。

上伏問江 。下伏間江集落は,南北朝合戦時の伏丘に由来する。

高岡市街地の南側一帯を「旧市南部地域」として 5箇年に亘 り分布調査を実施してきたが,当

地区は他地区と比べると遺跡数は少ない。これには,庄川の氾濫の影響を最も多く受けた地区で

あることがら,遺跡,埋蔵文化財包蔵地の流失や,土砂の堆積により現在の地表観察では伺い知

れない点等も考慮しなければならず,数々の伝承地とも相まって今後とも検討を要する地区と言

える。

参考文献
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1.恒性皇子墓 (北東 )

2.恒性皇子墓 (南東 )
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1.恒性皇子墓 (東 )

2.西二塚東藤平蔵遺跡 (北 )
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1.西二塚東藤平蔵遺跡 (西 )

2.西二塚東藤平蔵遺跡 (南 )
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1。 三ケ首 (南西 )
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1.三ケ首 (東 )

2.二塚城鐘掘 (東 )
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